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（４）事業内容

　　　　　（１）中古自動車の解体処理並びに再生加工

（２）中古自動車並びに自動車の部品、附属品及び工具の販売

（３）自動車及び自動車部品の修理

（４）産業廃棄物収集運搬業（積換え保管を含む）及び処理業

（５）事業規模

1989年12月4日

従業員   １８名

　３００万円

　１０，４５４ｍ2

　４７２百万円

別紙

（６）対象範囲

１．認証・登録範囲 全組織 有限会社勝木自動車解体　本社

全活動 事業内容と同じ

２．環境経営レポートの ２０２１年９月～２０２２年８月

　　対象期間及び発行日 ２０２２年２月２２日

2021年度売上高

組織図

管理責任者　取締役　藤原　和之

連絡先　　　　　　　電話　０７６７－５７－２１０１

E-mail　　         katsuki-k＠wind.ocn.ne.jp　

設立年月

資本金

延べ床面積

１．　　事業活動の概要

（１）事業者名及び代表者名

事業者名　　　　有限会社　勝木自動車解体

代表者名　　　　代表取締役　勝木　秀和　

（２）所在地　〒９２６－０８３３　石川県七尾市旭町は部４１番地

（３）環境管理責任者及び担当者の連絡先
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優良産廃処理業者認定制度の情報開示項目

（１）事業所の概要

　①法人設立年月日 1989年12月4日

　②資本金 ３００万円

　③売上金（2021年度） ４７２千万円

　④組織図 ｐ6に掲載

（２）許可の状況

　①許可の内容

積替
保管

取得
年月日

有無 有効期限

１ 産業廃棄物処分業 石川県 -
2003.5.23
2023.5.22

01723055496 〇 〇

２ 産業廃棄物収集運搬業 石川県 有
1999.8.17
2024.8.16

01719055496 〇 〇

３ 産業廃棄物収集運搬業 富山県 -
1998.8.24
2023.8.23

01600055496 〇 〇

４ 引取業 石川県 -
2002.4.22
2027.4.21

20171000119

５ フロン類回収業 石川県 -
2002.4.22
2027.4.21

20172000119

６ 解体業 石川県 -
2004.7.1
2024.6.30

20173000119

７ 破砕業 石川県 -
2004.7.1
2024.6.30

20174000119

台数

（台）

1

1

1

1

9
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保管上限の高さ 0.9m

ＮＯ 種類 許可者 許可番号
燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類,金属くず,ガラスくず,コンクリートくず及び陶磁器くず

保管場所の面積 16㎡

保管上限の容積 7.7㎥

　　・積替え保管施設

所在地 石川県七尾市旭町は部４１番地　

面積 62.0 ㎡

容量 専用容器(1.8m*1.2m*0.9m)*4個

レッカー車 特殊 有

フォークリフト - -

キャブオーバートラック 2,450 有

キャブオーバートラック 2,350 有

②施設の状況

・車両の種類と台数

能力（ 大積載量）

（kg)

キャブオーバートラック 10,600 有

〇

〇

〇
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処理能力 処理方式

36t/日（8ｈ） 圧縮

中間処理工程(産業廃棄物) 使用済自動車等

廃プラ等

海上コンテナにて各国輸出

車輌ガラプレス

収集運搬業者
(勝木自動車解体）

中間処理業者
(勝木自動車解体）

排出事業者
(自動車販売店)

中間処理業者
(勝木自動車解体）

リサイクル中古部品取外し
輸出部品取外し

有用貴金属等の取外し

収集運搬業者
(勝木自動車解体）

自動車リサイクル法処理後

排出事業者
(自動車販売店)

③処理工程図

施設の種類 処理する産廃の種類

中間処理　圧縮施設(ﾊﾞ
ﾙｷｨﾌﾟﾚｽ)

廃プラスチック類･金属くず　(ガラ
スくず､コンクリートくず及び陶磁
器くず

全国インターネット販売

フレコンにて収納
排出 ・計量 破砕処理

㈱ハリタ金属
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（単位:ｔon）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

　　　　産業廃棄物 31.0 45.1 33.0 31.7

（単位:ｔon）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

24.8 26.0 27.2 28.6

④処理実績　　　（別表⑥受託した産業廃棄物の処理量を記載）　

  収集運搬量

種類

  中間処理量

産業廃棄物の種類

廃プラ･金属くず
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（１） 基本理念

（２） 行動指針

５．使用水量の削減に努めます。

６．軽油使用量の軽減に努めます。

７．環境方針は、全ての従業員に周知し、社外の求めに応じて開示致します。

                              ２０２1年 ９月1２日

                                                             有限会社　勝木自動車解体

                                                        代表取締役　勝木　秀和

２ 環境経営方針

(有)勝木自動車解体は、地球の限りある資源を守り、地球環境の負荷を
低減に努め、住みよい地球環境の実現に向けて、社員が一丸となり貢献致
します。

１．全従業員は環境関連法規の遵守を徹底するとともに、環境整備に努めます。

２．エコアクション21を継続的に改善し、環境経営のステップアップを実践します。

３．廃棄物の削減及び再利用・再資源化の推進に努めます。

４．収集運搬時等、事業活動において排出される二酸化炭素の低減に努めます。
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　　　　　　　　　　　合計18人

(責任者の役割）

　　代表者：（　勝木秀和　）

　　１．環境管理責任者の任命

　　２．環境方針の制定

　　３．エコアクション21　全体の評価と見直しの実施

　　４．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備

　　５．社内情報の外部公開可否決定

　　環境管理責任者：（　勝木武志　藤原和之　）

　　１．環境経営システムの確立、実施および維持するための処置

　　２．代表者に対し、環境経営システムの有効性、取組状況の報告

　　３．推進機関であるＥＡ２１事務局の責任者として事務局運営

　　４．必要な教育・訓練の計画・実施

　　EA21事務局員：

　　環境管理責任者を補佐し、従業員の全員参画によるEA21の運営改善を推進する。

　　１.  EA21関連文書・記録の作成、改廃、伝達の業務を推進する。

　　２.  毎月の環境負荷データを整理し、従業員に発表できるように準備する。

　　各項目の責任者：

　　１）電力･使用量管理者　　　　　 ：業務部門

　　２）軽油･灯油･水使用量管理者　　：解体部門

　　３）産業廃棄物・ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理者　　：業務部門

　　４）エコ整備・管理者　　　　　  ：全社員

　

３．エコアクション21、責任体制・実施体制・役割

　　　　　                                 　2022年8月31日　現在

EA21実施体制

代表者
代表取締役 勝木秀和

環境管理責任者
取締役 勝木武志 藤原和之

EA21事務局
藤原和之

生産部門

責任者

梅原康之

解体部門
責任者

大杉三郎

業務部門
責任者

梶原雅紀

輸出部門
責任者

藤原和之
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過去の実績

単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

売　上　高 百万円 395 329 495 472

二酸化炭素排出量 kg -CO2 205,273 213,937 212,074 186,608

購　入　電　力 kWh 72,790 76,282 77,310 74,780

軽油 ㍑ 61,494 64,004 63,129 54,180

灯油 ㍑ 847 876 813 601

廃棄物排出量 トン 24.9 0.1 0.1 3.5

水使用量の削減 ｍ３ 458 431 438 370

（２）産業廃棄物は車輌の解体等で発生する、金属、廃プラ、バッテリー、廃タイヤ、廃油であり、2019年度、

　エコアクション２１活動を開始してから分別回収を強化することにより大幅に削減できました。

　２０２１年度は金属の相場が大きく上振れし売上高の伸びにつながった。

４．環境経営目標

電力の二酸化排出係数は0.574kg-CO２/kWh（北陸電力Ｈ29年度)調整後排出係数を使用しました。当面継続使用します。

（１）二酸化炭素排出量は今年度は1割減ですが､軽油８割弱、電気２割であり、過去４年間大きく変わることはあり
ませんでした。

（３）水は上水を使用し、浄化槽を使用して側溝に流しています。主に、トイレと車の洗浄、部品の洗浄に使用します。
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今後の目標

単位
2021年度

実績
2022年度

目標
2023年度

目標
2024年度

目標

売　上　高 百万円 472 481 491 501

二酸化炭素排出量 kg -CO2 186,608 184,742 182,895 181,066

購　入　電　力 kWh 74,780 74,032 73,292 72,559

軽油 ㍑ 5,418 5,364 5,310 5,257

灯油 ㍑ 601 595 589 583

廃棄物排出量 トン 3.5 3 3 3

水使用量の削減 ｍ
３ 370 366 363 359

（１）売上高は２０２１年度の実績を基準に毎年２％増加とします。

（２）二酸化炭素排出量は２０２１年度を基準に毎年１％削減とします。

（３）産業廃棄物は更なる分別を強化し毎年１トン以下とします。

（４）水使用量は２０２１年度の実績を基準に毎年１％削減とします。

（2）その他の目標

①フォークリフト､重機機械等の燃料使用削減　　

・現場でフォークリフト､重機機械から離れる際はエンジンの停止

②車両運行の効率化

・運行車輌の適正なルート

 ・稼働予定を管理し、出来る限り積み合わせをし輸送コストの削減

③受託した産廃

・年々廃棄物の増加(取扱い事業者の減少)にて､受け入れ量は増加傾向です。

④廃棄物排出量

・受入量増加で､より一層の選別作業(非鉄金属･金属くず･ﾚｱﾒﾀﾙ等)にて排出量を減らす。
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環境目標を達成するための取組内容 評価 次年度 担当部門

１　数値目標を達成するための取組　：

１）二酸化炭素排出量の削減　：

ａ）電力の削減　： 全員

  ①　室内エアコンは、夏26℃、冬は23℃を原則とする。 △ 継続

　②　買い替え時には、省エネタイプの機器の導入を検討する。 △ 継続

　③　昼休みの照明消灯による節電,未使用時の消灯,パソコンは極力待機電力とする。 〇 継続

  ④  [節電]ステッカーを貼り節電意識の徹底を図る。 × 継続

ｂ）灯油の削減　： 大杉三郎

　①　冬季の暖房用灯油は、室内温度により調整し室温に応じて消火する。 〇 継続

c）軽油の削減　： 全員

　①　ディーゼルエンジンの社用車のエコドライブの徹底。 △ 継続

  ②　社用車の定期的整備の実施、燃料効率の悪化防止に努め、効率の向上を図る。 △ 継続

 ③  社用車に省燃費に有効なエコ整備・エコ車検・エンジン洗浄を実施する。 △ 継続

２）廃棄物排出量の削減　：　 全員

　　分別を徹底する、再利用・再生利用の比率を上げ、削減に努める。

  ①　産業廃棄物：金属クズ,廃プラスチック,廃バッテリー,廃タイヤ,廃油の分別, 〇 継続

　　　再生利用化・資源化・有価物化。

  ②　自社回覧物､社内用使用は裏紙の使用 〇 継続

　③　ﾄﾅｰｲﾝｸはﾘｻｲｸﾙ品の使用 〇 継続

３）水使用量（節水の取組）　： 全員

  ① トイレ排水の削減に努める　水量の調整 〇 継続

  ② こまめに節水に努める。中古部品の洗浄時に流しっ放しで洗浄しない 〇 継続

  ③ 節水を促す為の啓蒙表示をする △ 継続

４）自動車リサイクル部品・使用の推進　： 全員

  ①　部品見積りの時に新品とリサイクル部品の価格差を示す。 〇 継続

５）整理・整頓・清掃・清潔（４Ｓ）の推進　： 藤原和之

  ①　まず整理（１Ｓ）、「要らないものを捨てること」から始める。その結果、 △ 継続

　　　スペースが空く半面、廃棄物が増加しても当面はやむを得ない。

６）グリーン購入の推進　： 藤原順子

  ①　事務用品、事務用機器について環境配慮型商品の使用を推進する。 〇 継続

２　その他の取り組み事項 勝木武志

 ①社員の環境への意識高揚のために定期的な研修会や会議を行う(各部署の責任者)。 〇 継続

３．優良産廃処理業者認定制度取得 △ 申請中 藤原和之

５．環境活動計画、実績、評価、次年度の取組
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６．対象年度（２０２１年度）の目標、実績、評価

単位
2020年度

実績
2021年度

目標
2021年度

実績
達成率

実績／目標
評価

売　上　高 百万円 495 505 472 93% 〇

二酸化炭素排出量 kg -CO2 212,074 209,953 186,608 112% 〇

購　入　電　力 kWh 77,310 76,537 74,780 102% 〇

軽油 ㍑ 63,129 62,498 54,180 115% 〇

灯油 ㍑ 813 805 601 133% 〇

廃棄物排出量 トン 0.1 0.1 3.5 35% ×

水使用量の削減 ｍ
３ 438 434 370 117% 〇

評価基準

達成の要因（原因と対策）（予防と是正）

①売上高

③廃棄物排出量

〇 達成,  △ 0～10％未達成,  × 10％以上未達成,

新型コロナ､ﾛｼｱ対ｳｸﾗｲﾅ問題の影響で輸出販売は減少したが､原料不足に伴い
鉄､ｱﾙﾐ､ﾚｱﾒﾀﾙ等の販売価格が高騰し売上につながったが、前年度には至らな
かった。

②二酸化炭素排出量

廃自動車の発生量が激減し買取価格の高騰もあり解体台数が減少しました｡そ
れに伴い電気、軽油､灯油ともに多少減少しました。

産廃の金属、廃プラ、エレメントは,分別回収の徹底で改善をしてきた。今年度の
廃棄物排出量の増加は収集運搬(3.150kg)にて依頼委託を受けたもので､事実
上､自社からの排出量は0.24tでした。
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９．環境関連法規等

9-1.環境関連法規等の順守状況

法規名 順守事項 当社の順守内容 チェック日

１．産業廃棄物の保管は保管施設で行う。 掲示板（600×600以上）

２．運搬処分は許可を受けたものが行う。 許可証（番号、有効期限、契約書等）

３．多量排出者（1000t/年）は減量計画書を
知事に報告

産業廃棄物減量化計画書の作成、提出

４．管理票（マニフェスト）の交付 運搬処分は90日、最終処分は180日

５．管理表に関する報告書の提出（県、市） 前年4/1から3/31まで（第12条3第6項）

１．収集運搬許可 廃棄物の種類、有効期限

２．運搬車、運搬容器、飛散、流出対策 運搬容器の破損等の確認

３．車両の表示（産廃収集運搬者車、許可番
号）

車輌のドアに左右ﾏｸﾞﾈｯﾄ式貼付

４．マニフェストと許可証の携帯

５．契約の提携（契約書） 新規排出事業者

６．マニフェスト管理（帳簿記載義務） 随時記入

７．管理表に関する報告書の提出（県及び
市）

前年4/1から3/31までの1年分（第18条
第1項）

引取業者への引き渡し(中間処理後) 契約破砕業者

フロン回収､破壊業者への引き渡し 契約破砕業者

エアバック車上作動処理 台帳記入

消防用設備､自動火災報知設備の点検 敷地内の新品交換済

危険物取扱免許証の更新期間
ｶﾞｿﾘﾝ(600ℓ)貯蔵庫の規定数量の確認
等

道路交通法 過積載の防止 7/31

道路運送車両法 定期点検 車輌の車検、保険等の確認 7/31

労働安全衛生法 健康診断 年１回実施 7/31

電気事業法 定期点検2か月毎(北陸電気保安協会) 変圧器(キュービクル） 7/31

浄化僧法 定期点検と検査 3か月に1回　清掃と点検 7/31

9-2.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　　過去３年間、環境関連法規の違反はなく、訴訟等についてもありませんでした。

　また、行政からの指導、近隣からの苦情等もありませんでした。

　随時見直しを行い、法規等の厳守に努めます。

産廃物処理法

収集運搬､処分業

自動車リサイクル法

消防法

7/31

7/31

毎日

7/31

11



エコアクション２１に取り組むことにより､初めてデータを取りまとめ､弊社のエネルギーの

使い方を知ることとなりました。と同時に無駄な部分を多数発見しました。

環境保全活動の取組の重要性を今一度社員全員に周知し、目標達成にむけて

今後更に取り組んでいきます。

（１） 総合評価

産業廃棄物処理量の受入の増加等が今後も予想されます。それに従い現場での分別作業等の

手間が増え､悲鳴を上げてるのが現状です。処分場不足､処分量の値上がり等で今後の課題と

なり得る。

（２） 見直しの必要について

産業廃棄物の受入増加に伴い､排出事業者に排出物の種類､区分等を確実に分別してもらう

よう注意をうながし､品目別のチラシ等を配布し引取可能､不可を明確に通知していきたい。

特にﾓﾊﾞｲﾙﾊﾞｯﾃﾘｰ等には火災の原因になりかねませんので徹底していきます。

（３） 指示事項について

１．エコアクション２１の活動３年目となるが売上げを基に戻し、二酸化炭素排出量を現状維持すること。

２．産業廃棄物処分業の更新時（２０２３．５．２２）に優良産廃処理業者の認定をするための準備は

完了しているが、気を抜かずに日頃から更新の心構えをする。

１０．代表者による全体評価と見直しの結果

　　　　　　　　　　                         　　　　　　　　　　　　　　     2022年 10月1日

               　　　　　　　　　　                                           有限会社　勝木自動車解体

                     　　　　　 　　　　                                 　　代表取締役　勝木　秀和
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収集運搬 区分 選別 中間処理
有価物

（リサイクル）

勝木自動車解体 輸出 仮置１

持込み 解体 仮置２ 解体 金属 ハリタ金属

圧縮 廃プラ

部品利用 仮置３

廃油

廃アルカリ(不凍液)

金属（外装,車体,足回り,マフラー,エンジン)

制御（基盤、電装、ハーネス モーター類）

勝木自動車解体の処理フロー

産廃処理

廃プラ（座席、ハンドル、タイヤ、バンパー）

⑥中間処理量 ⑦⑧産廃処分量

（　28.6　ｔ） （　3.5　ｔ）

排出事業者

部品販売

マニフェストで勝木
が排出事業になって
いるもの
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